
(57)【要約】

【課題】　板状芯材を被覆する外被材の内部を減圧し密

封するときに発生する耳のしわと耳の折り曲げ線とが重

ならない構造の真空断熱材とこの真空断熱材を用いる冷

蔵庫を提供する。

【解決手段】　　板状芯材３１とこの板状芯材を被覆す

る外被材３２とからなり、外被材３２の内部を減圧密封

したときに板状芯材３１の周囲よりも外側に形成される

耳３３を有し、耳３３を真空断熱材３０の表面側に重ね

合わせるように折り曲げて形成される真空断熱材３０に

おいて、板状芯材３１の角部３１ｃが面取りされている

真空断熱材３０を提案する。　外被材３２の内部を減圧

密封するときに発生する耳３３のしわ３３ｅ，３３ｆが

分散され、しかも、しわ３３ｅ，３３ｆの大きさが小さ

くなるので、耳３３の折り返しによる外被材３１のピン

ホールなどの傷付きが少ない真空断熱材３０と、この真

空断熱材３０を用いた冷蔵庫が得られる。

【選択図】　　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 板 状 芯 材 と 前 記 板 状 芯 材 を 被 覆 す る 外 被 材 と か ら な り 、 前 記 外 被 材 の 内 部 を 減 圧 密 封 し
た と き に 前 記 板 状 芯 材 の 周 囲 よ り も 外 側 に 形 成 さ れ る 耳 を 有 し 、 前 記 耳 を 真 空 断 熱 材 表 面
側 に 重 ね 合 わ せ る よ う に 折 り 曲 げ て 形 成 さ れ る 真 空 断 熱 材 に お い て 、
　 前 記 板 状 芯 材 の 四 隅 部 の う ち 少 な く と も ２ つ の 角 部 が 、 ９ ０ ° を 超 え る 角 度 に 面 取 り さ
れ ま た は 丸 み を 有 す る 形 状 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 真 空 断 熱 材 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 真 空 断 熱 材 に お い て 、
　 前 記 板 状 芯 材 の 稜 角 部 が 、 面 取 り さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 真 空 断 熱 材 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 真 空 断 熱 材 に お い て 、
　 長 手 方 向 の 前 記 折 り 曲 げ 線 と 他 方 の 折 り 曲 げ 線 と の 交 点 を 前 記 外 被 材 の 熱 溶 着 部 に 位 置
さ せ た こ と を 特 徴 と す る 真 空 断 熱 材 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 真 空 断 熱 材 に お い て 、
　 前 記 面 取 り の 形 状 ま た は 丸 み の 形 状 に 合 わ せ て 前 記 板 状 芯 材 の 角 部 に 対 応 す る 斜 め の 溶
着 部 を 前 記 外 被 材 に 形 成 し 、
　 前 記 斜 め の 溶 着 部 外 側 の 外 被 材 を 削 除 し 、
　 長 手 方 向 の 前 記 折 り 曲 げ 線 と 他 方 の 折 り 曲 げ 線 と の 仮 想 の 交 点 を 前 記 外 被 材 の 熱 溶 着 部
の 外 側 に 位 置 さ せ た こ と を 特 徴 と す る 真 空 断 熱 材 。
【 請 求 項 ５ 】
　 外 板 と 内 板 と 間 に 位 置 す る よ う に 前 記 外 板 側 ま た は 前 記 内 板 側 に 真 空 断 熱 材 を 固 定 し 、
前 記 真 空 断 熱 材 の 周 囲 の 空 間 に 発 泡 断 熱 材 を 充 填 し 断 熱 壁 と し た 冷 蔵 庫 に お い て 、
　 前 記 真 空 断 熱 材 が 、 請 求 項 １ な い し ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 真 空 断 熱 材 で あ る こ と を
特 徴 と す る 冷 蔵 庫 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 真 空 断 熱 材 お よ び こ の 真 空 断 熱 材 を 用 い た 冷 蔵 庫 に 係 り 、 特 に 、 真 空 断 熱 材
を 減 圧 密 封 し た と き に 外 被 材 に 生 じ る し わ と 折 り 曲 げ 部 と の 干 渉 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 真 空 断 熱 材 を 用 い た 冷 蔵 庫 は 、 無 機 繊 維 集 合 体 を 芯 材 と し 、 ガ ス バ リ ア 性 の 外 被
材 で 芯 材 を 被 覆 し 、 外 被 材 の 内 部 を 減 圧 密 封 し 、 外 被 材 の 芯 材 の 周 囲 よ り も 外 側 に 形 成 さ
れ た 耳 を 真 空 断 熱 材 自 身 の 表 面 側 に 折 り 曲 げ て 形 成 し た 真 空 断 熱 材 を 用 い て い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ウ レ タ ン な ど の 発 泡 断 熱 材 で 形 成 す る 断 熱 壁 内 や 仕 切 り 板 壁 内 に こ の 真 空 断 熱 材 を 配 置
し 、 庫 内 温 度 の 上 昇 を 抑 制 し 、 省 エ ネ ル ギ 化 し て い た (例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 )。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 断 熱 性 能 を 有 す る 芯 材 と 、 芯 材 を 包 装 し て 密 封 す る ２ 枚 の 包 装 フ ィ ル ム と で 真 空
断 熱 材 を 形 成 し 、 包 装 フ ィ ル ム の 最 終 封 止 部 分 に 内 側 熱 溶 着 部 と 外 側 熱 溶 着 部 と を 備 え 、
２ 枚 の 包 装 フ ィ ル ム を 密 封 す る と き に 発 生 す る 包 装 フ ィ ル ム の し わ に 起 因 す る 溶 着 不 良 を
防 止 し 、 真 空 度 が 高 く 断 熱 性 能 の 高 い 真 空 断 熱 材 と し て い た (例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 )。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ６ ５ ５ ５ ７ 号 公 報 　 　 　 （ 第 ５ 頁 ～ 第 ６ 頁 、 図 ２ ）
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ １ － ２ １ ０ ９ ８ ３ 号 公 報 　 　 　 （ 第 ４ 頁 、 図 ２ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
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　 特 許 文 献 １ の 技 術 に お い て は 、 冷 蔵 庫 の 断 熱 壁 内 や 仕 切 り 板 壁 内 に 高 断 熱 性 能 の 真 空 断
熱 材 を 配 置 し 、 真 空 断 熱 材 の 芯 材 を 被 覆 す る ガ ス バ リ ア 性 の 外 被 材 内 部 を 減 圧 密 封 す る 際
に 外 被 材 の 芯 材 の 周 囲 よ り も 外 側 に 形 成 さ れ た 耳 が 、 壁 内 に ウ レ タ ン な ど の 発 泡 断 熱 材 を
充 填 す る と き に 、 ウ レ タ ン な ど の 発 泡 断 熱 材 の 充 填 流 動 を 阻 害 し 、 壁 内 に 未 充 填 箇 所 ま た
は 充 填 比 重 の 異 な る 断 熱 壁 層 を 形 成 し て し ま う こ と を 防 止 す る た め に 、 外 被 材 の 耳 を 真 空
断 熱 材 の 表 面 側 に 折 り 曲 げ て い た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 外 被 材 は 、 ガ ス バ リ ア 性 を 確 保 す る た め に ア ル ミ ニ ウ ム 箔 や ア ル ミ ニ ウ ム 蒸 着 層 を 含 む
複 層 の ラ ミ ネ ー ト フ ィ ル ム で 形 成 さ れ て い る た め 、 外 被 材 自 身 に 伸 び が 無 く 、 し か も 、 剛
性 が あ る の で 、 外 被 材 内 部 を 減 圧 密 封 し た と き 、 耳 に し わ が 生 じ る こ と が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の し わ が 生 じ た 耳 を 従 来 の よ う に 折 り 曲 げ る と 、 折 り 曲 げ 部 と し わ と が 交 差 し た 部 分
に 大 き な 内 部 応 力 が 加 わ る た め に 、 こ の 交 差 部 に 微 細 な ピ ン ホ ー ル が で き 、 真 空 断 熱 材 の
断 熱 性 能 を 低 下 さ せ て し ま う こ と が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 特 許 文 献 ２ の 技 術 に お い て は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 真 空 断 熱 材 １ は 、 断 熱 性 能 を 有 す る
芯 材 ２ と 、 芯 材 ２ を 被 覆 す る 複 層 の ラ ミ ネ ー ト フ ィ ル ム で 形 成 さ れ た ガ ス バ リ ア 性 の 外 被
材 ３ と か ら な る 。 外 被 材 ３ は 、 真 空 断 熱 材 を 高 真 空 度 に 保 持 で き る よ う に 、 中 間 層 に ガ ス
バ リ ア 性 を 確 保 す る た め の ア ル ミ ニ ウ ム 箔 や ア ル ミ ニ ウ ム 蒸 着 層 な ど を 含 み 、 そ の 最 外 層
に 耐 突 き 刺 し 性 を 示 す ナ イ ロ ン 樹 脂 や ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト 樹 脂 な ど の 層 を 有 し 、
そ の 最 内 層 に 高 密 度 ポ リ エ チ レ ン 樹 脂 な ど の 熱 溶 着 可 能 な 合 成 樹 脂 層 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 し た が っ て 、 複 層 の ラ ミ ネ ー ト フ ィ ル ム で 形 成 さ れ て い る の で 、 外 被 材 ３ は 、 材 料 と し
て の 伸 び が 無 く 、 そ れ 自 身 で 剛 性 を 持 っ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 袋 状 に 形 成 す る た め の 第 １ の 熱 溶 着 部 ４ に よ り 三 辺 を 熱 溶 着 し た 袋 状 の 外 被 材 ３ 中 に 、
芯 材 ２ を 挿 入 し た 後 、 所 定 の 真 空 度 に な る ま で 袋 状 外 被 材 ３ お よ び 芯 材 ２ を 減 圧 し 、 第 ２
の 熱 溶 着 部 ８ を 熱 溶 着 す る と 、 密 封 状 態 の 真 空 断 熱 材 １ と な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 ２ の 熱 溶 着 部 ８ は 、 し わ ７ が 外 側 熱 溶 着 部 ８ ｂ に 達 し な い よ う に 、 十 分 に 幅 広 の 内 側
熱 溶 着 部 ８ ａ と 外 側 溶 着 部 ８ ｂ と か ら な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 し わ ７ は 、 所 定 の 真 空 度 に な る ま で 袋 状 外 被 材 お よ び 芯 材 を 減 圧 し 密 封 し た と き に 芯 材
の 四 隅 の 外 被 材 ３ の 耳 に 発 生 す る 。 外 被 材 ３ 自 身 に 材 料 と し て の 伸 び が 無 く 、 そ れ 自 身 で
剛 性 を 持 っ て い る た め に 、 し わ ７ 自 身 も か な り の 剛 性 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 し た が っ て 、 耳 ３ の 四 辺 を 真 空 断 熱 材 表 面 側 に 折 り 曲 げ る 場 合 に 、 長 辺 の 耳 の 折 り 曲 げ
線 ６ ａ お よ び 短 辺 の 耳 の 折 り 曲 げ 線 ６ ｂ が 交 差 す る 交 点 ６ ｃ と し わ ７ と が 交 差 す る と 、 こ
の 交 差 部 分 の 外 被 材 ３ に は 大 き な 内 部 応 力 が 加 わ り 、 こ の 交 差 部 分 に 微 細 な ピ ン ホ ー ル が
生 じ 、 真 空 断 熱 材 １ の 断 熱 性 能 を 低 下 さ せ て し ま う 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 芯 材 ２ は 、 通 常 、 ポ リ ウ レ タ ン を 発 泡 さ せ て パ ネ ル 状 に し た り 、 無 機 繊 維 集 合 体
を シ ー ト 状 に し た り し て 形 成 す る の で 、 芯 材 ２ の 角 部 が 弱 く な り 、 角 部 に 万 一 他 の 部 品 な
ど が 当 接 す る と 、 こ の 部 分 が 変 形 し 部 品 不 良 が 発 生 し た り 、 こ の 部 分 か ら 発 生 す る 微 細 粉
が 作 業 環 境 を 悪 化 さ せ る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 課 題 は 、 真 空 断 熱 材 の 断 熱 性 能 の 低 下 を 防 止 し 、 併 せ て 、 作 業 環 境 の 改 善 に 寄
与 す る 真 空 断 熱 材 お よ び こ の 真 空 断 熱 材 を 用 い た 冷 蔵 庫 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ７ 】
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　 本 発 明 は 、 真 空 断 熱 材 の 板 状 芯 材 を 被 覆 す る 外 被 材 の 内 部 を 減 圧 密 封 す る と き に 発 生 す
る 耳 の し わ と 耳 の 折 り 曲 げ 線 と が 重 な ら な い 構 造 と す る た め に 、 板 状 芯 材 と 板 状 芯 材 を 被
覆 す る 外 被 材 と か ら な り 、 外 被 材 の 内 部 を 減 圧 密 封 し た と き に 板 状 芯 材 の 周 囲 よ り も 外 側
に 形 成 さ れ る 耳 を 有 し 、 耳 を 真 空 断 熱 材 表 面 側 に 重 ね 合 わ せ る よ う に 折 り 曲 げ て 形 成 さ れ
る 真 空 断 熱 材 に お い て 、 板 状 芯 材 の 四 隅 部 の う ち 少 な く と も ２ つ の 角 部 が 、 ９ ０ ° を 超 え
る 角 度 に 面 取 り さ れ ま た は 丸 み を 有 す る 形 状 に 形 成 さ れ て い る 真 空 断 熱 材 を 提 案 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 前 記 板 状 芯 材 の 稜 角 部 を 面 取 り し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 板 状 芯 材 の 四 隅 部 の う ち 少 な く と も ２ つ の 角 部 が 、 ９ ０ ° を 超 え る 角 度 に 面 取 り さ れ ま
た は 丸 み を 有 す る 形 状 に 形 成 さ れ て い る の で 、 板 状 芯 材 を 被 覆 す る 外 被 材 の 内 部 を 減 圧 密
封 す る と き に 発 生 す る 耳 の し わ が 分 散 さ れ 、 か つ 、 小 さ く な り 、 耳 の 折 り 曲 げ に よ る 外 被
材 自 身 の ピ ン ホ ー ル な ど の 傷 付 き が 少 な い 真 空 断 熱 材 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 板 状 芯 材 の 最 も 弱 い 角 部 が 面 取 り さ れ て い る の で 、 真 空 断 熱 材 自 身 の 製 造 工 程 や 運 搬 ・
保 管 工 程 な ど で の 取 り 扱 い 時 に 、 万 一 他 の 部 品 な ど が 角 部 に 当 接 し て も 、 変 形 が 生 じ に く
い 。 ま た 、 角 部 か ら は 、 微 細 粉 が ほ と ん ど 発 生 せ ず 、 作 業 環 境 を 悪 化 さ せ な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 外 被 材 内 部 を 減 圧 密 封 す る と き に 、 板 状 芯 材 の 角 部 が 面 取 り さ れ て い る と 、 外 被 材 に 発
生 す る 引 っ 張 り 応 力 が 小 さ く な る 。 し た が っ て 、 外 被 材 自 身 の 傷 付 き が 少 な い 真 空 断 熱 材
を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 さ ら に 、 袋 状 外 被 材 を 採 用 し た 場 合 は 、 袋 状 外 被 材 に 板 状 芯 材 を 挿 入 す る 挿 入 工 程 に お
い て 、 作 業 ば ら つ き な ど に よ り 、 板 状 芯 材 の 角 部 が 袋 状 外 被 材 内 面 に 当 接 し て も 、 板 状 芯
材 の 四 隅 部 の う ち 少 な く と も ２ つ の 角 部 が 、 ９ ０ ° を 超 え る 角 度 に 面 取 り さ れ ま た は 丸 み
を 有 す る 形 状 に 形 成 さ れ て い る の で 、 袋 状 外 被 材 の 傷 付 き が 少 な い 真 空 断 熱 材 が 得 ら れ る
。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 板 状 芯 材 の 最 も 弱 い 角 部 が 面 取 り さ れ て い る の で 、 板 状 芯 材 の 角 部 か ら は 微 細 粉 が そ れ
ほ ど 発 生 し な い 。 し た が っ て 、 板 状 芯 材 を 袋 状 外 被 材 内 に 挿 入 す る 挿 入 す る 時 に 、 袋 状 外
被 材 の 熱 溶 着 部 で あ る 開 口 部 分 に 微 細 粉 が ほ と ん ど 付 着 せ ず 、 高 真 空 度 が 長 期 間 持 続 す る
真 空 断 熱 材 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 長 手 方 向 の 折 り 曲 げ 線 と 他 方 の 折 り 曲 げ 線 と の 交 点 を 外 被 材 の 熱 溶 着 部 に 位 置 さ せ た の
で 、 外 被 材 の 内 部 を 減 圧 密 封 す る と き に 発 生 す る 耳 の し わ と 耳 の 折 り 返 し に よ る 折 れ 線 と
が 交 差 す る 部 分 の 外 被 材 が 熱 溶 着 さ れ て お り 、 強 く な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 面 取 り の 形 状 ま た は 丸 み の 形 状 に 合 わ せ て 板 状 芯 材 の 角 部 に 対 応 す る 斜 め の 溶 着 部 を 外
被 材 に 形 成 し 、 斜 め の 溶 着 部 外 側 の 外 被 材 を 削 除 し 、 長 手 方 向 の 折 り 曲 げ 線 と 他 方 の 折 り
曲 げ 線 と の 仮 想 の 交 点 を 外 被 材 の 熱 溶 着 部 の 外 側 に 位 置 さ せ た 構 造 で は 、 耳 を 二 重 に 折 り
曲 げ る 部 分 が 存 在 し な い 。 し た が っ て 、 耳 の 折 り 返 し に よ る 外 被 材 の 傷 付 き が 少 な い 真 空
断 熱 材 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 記 い ず れ か の 真 空 断 熱 材 を 採 用 し た 本 発 明 の 冷 蔵 庫 で は 、 板 状 芯 材 の 四 隅 部 の う ち 少
な く と も ２ つ の 角 部 が 、 ９ ０ ° を 超 え る 角 度 に 面 取 り さ れ ま た は 丸 み を 有 す る 形 状 に 形 成
さ れ て い る の で 、 板 状 芯 材 を 内 包 す る 真 空 断 熱 材 の 最 も 弱 い 角 部 が 面 取 り さ れ 、 真 空 断 熱
材 を 冷 蔵 庫 に 組 み 込 む と き の 製 造 工 程 や 運 搬 ・ 保 管 工 程 な ど で の 取 り 扱 い 時 に 、 万 一 他 の
部 品 な ど が 角 部 に 当 接 し て も 、 変 形 や 傷 が 生 じ に く く 、 組 み 立 て 効 率 が 良 い 。 ま た 、 高 真
空 度 を 長 期 間 維 持 で き 省 エ ネ に 優 れ た 冷 蔵 庫 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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　 本 発 明 に お い て は 、 板 状 芯 材 と 、 板 状 芯 材 を 被 覆 す る 外 被 材 と か ら な り 、 外 被 材 の 耳 を
真 空 断 熱 材 表 面 側 に 重 ね 合 わ せ る よ う に 折 り 曲 げ て 形 成 す る 真 空 断 熱 材 に お い て 、 板 状 芯
材 の 稜 角 部 を 面 取 り し た の で 、 板 状 芯 材 を 被 覆 す る 外 被 材 の 内 部 を 減 圧 密 封 す る と き に 発
生 す る 耳 の し わ が 分 散 さ れ 、 し か も 、 し わ の 大 き さ が 小 さ く な る 。 そ の 結 果 、 外 被 材 に 耳
の 折 り 返 し に よ る ピ ン ホ ー ル な ど の 傷 付 き が 少 な い 真 空 断 熱 材 お よ び こ の 真 空 断 熱 材 を 用
い た 冷 蔵 庫 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 板 状 芯 材 の 最 も 弱 い 角 部 が 面 取 り さ れ て い る の で 、 製 造 工 程 や 運 搬 ・ 保 管 工 程 な
ど で の 取 り 扱 い 時 に 、 他 の 部 品 な ど が 万 一 角 部 に 当 接 し て も 、 こ の 部 分 に 変 形 が 生 じ に く
い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 さ ら に 、 角 部 か ら の 微 細 粉 の 発 生 が 抑 制 さ れ 、 作 業 環 境 を 悪 化 さ せ な い か ら 、 取 り 扱 い
易 い 真 空 断 熱 材 お よ び こ の 真 空 断 熱 材 を 用 い た 冷 蔵 庫 を 提 供 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 真 空 断 熱 材 の 板 状 芯 材 を 被 覆 す る 外 被 材 の 内 部 を 減 圧 密 封 す る と き に
発 生 す る 耳 の し わ と 耳 の 折 り 曲 げ 線 と が 重 な ら な い 構 造 を 実 現 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 次 に 、 図 １ ～ 図 ７ を 参 照 し て 、 本 発 明 に よ る 真 空 断 熱 材 お よ び そ れ を 用 い た 冷 蔵 庫 の 実
施 例 を 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 に よ る 冷 蔵 庫 の 実 施 例 の 構 造 を 示 す 縦 断 面 図 で あ り 、 図 ２ は 、 図 １ の 冷
蔵 庫 の Ａ － Ａ 線 に 沿 っ た 構 造 を 示 す 横 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 冷 蔵 庫 箱 体 １ ０ は 、 外 板 １ １ と 内 板 １ ２ と を 備 え 、 外 板 ２ １ と 内 板 １ ２ と に よ っ て 形 成
さ れ る 空 間 の 外 板 側 ま た は 内 板 側 に 真 空 断 熱 材 ３ ０ お よ び ５ ０ を 貼 り 付 け 、 真 空 断 熱 材 ３
０ お よ び ５ ０ 以 外 の 空 間 に 発 泡 断 熱 材 １ ３ を 充 填 し て あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 冷 蔵 庫 箱 体 １ ０ は 、 そ の 内 部 に 冷 蔵 温 度 室 １ ４ と 製 氷 室 や 冷 凍 室 を 有 す る 冷 凍 温 度 室 １
５ と を そ れ ぞ れ 区 画 し 形 成 し て あ る 。 冷 蔵 庫 内 を 所 定 温 度 に 冷 却 す る 冷 却 器 １ ８ は 、 配 管
１ ９ に よ り 圧 縮 機 ２ ０ に 接 続 さ れ 、 一 連 の 冷 凍 サ イ ク ル の 一 部 を 形 成 し て い る 。 送 風 機 １
６ は 、 配 線 コ ー ド １ ７ を 通 じ て 給 電 さ れ 、 冷 却 器 １ ８ に よ り 冷 却 し た 冷 気 を 冷 蔵 庫 庫 内 で
循 環 さ せ 所 定 の 低 温 を 保 持 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 発 明 の 対 象 と な る 真 空 断 熱 材 ３ ０ は 、 ウ レ タ ン な ど の 発 泡 断 熱 材 １ ３ よ り も 熱 伝 導 率
の 小 さ い 真 空 断 熱 材 で あ る 。 真 空 断 熱 材 ３ ０ は 、 板 状 芯 材 ３ １ と 板 状 芯 材 ３ １ を 被 覆 す る
外 被 材 ３ ２ と か ら な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 外 被 材 ３ ２ は 、 そ の 内 部 を 減 圧 密 封 さ れ て 、 板 状 芯 材 ３ １ の 周 囲 よ り も 外 側 に 形 成 さ れ
た 耳 ３ ３ を 有 し 、 耳 ３ ３ を 真 空 断 熱 材 表 面 側 に 重 ね 合 わ せ る よ う に 折 り 曲 げ 、 折 り 曲 げ 部
の 耳 ３ ６ が ウ レ タ ン な ど の 発 泡 断 熱 材 １ ３ 側 と な る よ う に 、 ウ レ タ ン な ど の 発 泡 断 熱 材 １
３ 内 に 設 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 に よ る 真 空 断 熱 材 の 実 施 例 １ の 構 造 を 示 す 図 で あ る 。 図 ３ (ａ )は 耳 ３ ３
を 折 り 曲 げ る 前 の 状 態 を 示 す 平 面 図 で あ り 、 図 ３ (ｂ )は 図 ３ (ａ )の 要 部 の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 板 状 芯 材 ３ １ は 、 断 熱 性 を 有 す る 繊 維 材 料 で 形 成 さ れ て お り 、 外 被 材 ３ ２ は 、 ガ ス バ リ
ア 性 を 有 す る 複 層 の ラ ミ ネ ー ト フ ィ ル ム で 形 成 さ れ 、 板 状 芯 材 ３ １ を 被 覆 す る 。 外 被 材 ３
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２ は 、 真 空 断 熱 材 ３ ０ を 高 真 空 度 に 保 持 で き る よ う に 、 中 間 層 に ガ ス バ リ ア 性 を 確 保 す る
た め の ア ル ミ ニ ウ ム 箔 や ア ル ミ ニ ウ ム 蒸 着 層 な ど を 有 し 、 そ の 最 外 層 に 耐 突 き 刺 し 性 を 示
す ナ イ ロ ン 樹 脂 や ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト 樹 脂 な ど の 層 を 有 し 、 そ の 最 内 層 に 高 密 度
ポ リ エ チ レ ン 樹 脂 や ポ リ ア ク リ ロ ニ ト リ ル 樹 脂 な ど の 熱 溶 着 可 能 な 合 成 樹 脂 層 を 有 し て い
る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 耳 ３ ３ は 、 外 被 材 ３ ２ が 、 そ の 内 部 を 減 圧 密 封 さ れ た と き に 、 板 状 芯 材 ３ １ の 周 囲 よ り
も 外 側 に 形 成 さ れ た 部 分 で あ る 。 熱 溶 着 部 ３ ４ は 、 外 被 材 ３ ２ の 内 部 を 減 圧 し 密 封 す る た
め に 耳 ３ ３ の 周 縁 に 確 保 さ れ て い る 。 熱 溶 着 部 ３ ４ は 、 外 被 材 ３ ２ の 最 内 層 を 形 成 す る 高
密 度 ポ リ エ チ レ ン 樹 脂 な ど の 熱 溶 着 可 能 な 合 成 樹 脂 層 を 熱 溶 着 す る こ と に よ り 形 成 さ れ る
。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 耳 ３ ３ の 折 り 曲 げ 線 ３ ５ ａ と ３ ５ ｂ と は 、 交 点 ３ ５ ｃ で 交 差 す る 。 耳 ３ ３ の し わ ３ ３ ｅ
， ３ ３ ｆ は 、 外 被 材 ３ ２ の 内 部 を 減 圧 密 封 す る と き に 、 板 状 芯 材 ３ １ の 外 表 面 積 と 、 板 状
芯 材 ３ １ を 覆 う 外 被 材 ３ ２ の 内 表 面 積 と の 違 い に よ り 、 板 状 芯 材 ３ １ の 角 部 に 対 応 し て 発
生 す る し わ で あ る 。 本 発 明 に お い て は 、 し わ ３ ３ ｅ ， ３ ３ ｆ が 折 り 曲 げ 線 の 交 点 ３ ５ ｃ と
交 わ ら な い よ う に し て あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 板 状 芯 材 ３ １ の 四 隅 部 は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 ２ つ の 角 部 を 備 え 、 そ の ２ つ の 角 度 は 、
い ず れ も ９ ０ ° を 超 え る 角 度 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の 角 度 の 大 き さ 、 す な わ ち 、 長 辺 ３ １
ａ と 短 辺 ３ １ ｂ と を 結 ぶ 面 取 り 部 ３ １ ｃ の 位 置 と 大 き さ は 、 面 取 り 部 ３ １ ｃ と 板 状 芯 材 の
長 辺 ３ １ ａ と の 交 点 で あ る 角 部 ３ １ ｅ に 対 応 し て 発 生 す る 耳 の し わ ３ ３ ｅ が 、 折 り 曲 げ 線
の 交 点 ３ ５ ｃ と 交 わ ら な い 位 置 と 大 き さ に 設 定 し て あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 同 様 に 、 面 取 り 部 ３ １ ｃ の 位 置 と 大 き さ は 、 面 取 り 部 ３ １ ｃ と 板 状 芯 材 の 短 辺 ３ １ ｂ と
の 交 点 で あ る 角 部 ３ １ ｆ に 対 応 し て 発 生 す る 耳 の し わ ３ ３ ｆ が 、 折 り 曲 げ 線 の 交 点 ３ ５ ｃ
と 交 わ ら な い 位 置 と 大 き さ に 設 定 し て あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 す な わ ち 、 板 状 芯 材 ３ １ の 四 隅 に 面 取 り 部 ３ １ ｃ を 形 成 し 、 新 た に 生 じ た ８ 箇 所 の 角 部
３ １ ｅ (４ 箇 所 )、 ３ １ ｆ (４ 箇 所 )に 対 応 し て 、 発 生 す る 耳 の し わ ３ ３ ｅ ， ３ ３ ｆ が 、 折 り
曲 げ 線 の 交 点 ３ ５ ｃ と 交 わ ら な い よ う に 、 面 取 り 部 ３ １ ｃ の 位 置 と 大 き さ を 設 定 し て あ る
。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 な お 、 折 り 曲 げ 線 の 交 点 ３ ５ ｃ は 、 通 常 、 熱 溶 着 部 ３ ４ の 耳 ３ ３ 内 に 位 置 す る が 、 ２ 辺
を 折 り 曲 げ た ピ ロ ー 形 の 袋 形 状 に 外 被 材 ３ ２ を 形 成 し た と き 、 ま た は 、 筒 状 形 状 に 外 被 材
を 形 成 し た と き は 、 熱 溶 着 部 ３ ４ の 耳 ３ ３ 内 に 位 置 す る と は 限 ら な い 。 そ の 場 合 の 対 策 に
つ い て は 、 他 の 実 施 例 で 後 述 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ４ は 、 図 ３ の 真 空 断 熱 材 の 耳 を 折 り 曲 げ た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。 図 ４ (ａ )は 耳 ３ ３ を
折 り 曲 げ た 後 の 状 態 を 示 す 平 面 図 で あ り 、 図 ４ (ｂ )は 図 ４ (ａ )の 要 部 の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 板 状 芯 材 ３ １ は 、 角 部 ３ １ ｇ を 面 取 り し た 板 状 芯 材 で あ り 、 真 空 断 熱 材 表 面 側 に 重 ね 合
わ せ る よ う に 、 板 状 芯 材 ３ １ を 覆 い 芯 材 の 周 囲 よ り も 外 側 に 形 成 さ れ た 耳 を 折 り 曲 げ 、 密
着 耳 ３ ６ を 形 成 し て あ る 。 密 着 耳 の 長 辺 耳 ３ ６ ａ は 、 耳 の 長 辺 の 折 り 曲 げ 線 で あ る ３ ５ ａ
か ら 折 り 曲 げ ら れ て い る 。 密 着 耳 の 短 辺 耳 ３ ６ ｂ は 、 耳 の 短 辺 の 折 り 曲 げ 線 で あ る ３ ５ ｂ
か ら 折 り 曲 げ ら れ て い る 。 交 点 ３ ５ ｃ は 、 折 り 曲 げ 線 ３ ５ ａ と ３ ５ ｂ と の 交 点 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 実 施 例 １ に お い て は 、 板 状 芯 材 ３ １ を 覆 う 外 被 材 ３ ２ の 耳 ３ ３ を 真 空 断 熱 材 表 面 側 に 重
ね 合 わ せ る よ う に 折 り 曲 げ て 、 板 状 芯 材 ３ １ の 角 部 ３ １ ｇ を 面 取 り し た の で 、 板 状 芯 材 ３
１ を 被 覆 す る 外 被 材 ３ ２ の 内 部 を 減 圧 密 封 す る と き に 発 生 す る 耳 ３ ３ の し わ ３ ３ ｅ ， ３ ３
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ｆ が 分 散 さ れ 、 し か も 、 小 さ く な る の で 、 耳 ３ ３ の 折 り 曲 げ に よ る 外 被 材 ３ ２ 自 身 に ピ ン
ホ ー ル な ど の 傷 が 付 き に く い 真 空 断 熱 材 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 板 状 芯 材 ３ １ の 最 も 弱 い 角 部 ３ １ ｇ が 面 取 り さ れ て い る の で 、 真 空 断 熱 材 ３ ０ 自 身 の 製
造 工 程 や 運 搬 ・ 保 管 工 程 な ど で の 取 り 扱 い 時 に 、 角 部 ３ １ ｇ に 他 の 部 品 な ど が 万 一 当 接 し
て も 、 こ の 部 分 の 変 形 が 生 じ に く く 、 ま た 、 角 部 ３ １ ｇ か ら の 微 細 粉 の 発 生 が 抑 制 さ れ 、
作 業 環 境 を 悪 化 さ せ な い か ら 、 取 り 扱 い 易 い 真 空 断 熱 材 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 外 被 材 内 部 を 減 圧 密 封 す る と き に 、 板 状 芯 材 ３ １ の 角 部 ３ １ ｇ が 面 取 り さ れ て い る の で
、 外 被 材 に 発 生 す る 引 っ 張 り 応 力 が 小 さ く な る 。 し た が っ て 、 外 被 材 ３ ２ の 傷 付 き が 少 な
い 真 空 断 熱 材 ３ ０ を 製 造 で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 外 板 １ １ と 内 板 １ ２ と に よ り 形 成 さ れ る 断 熱 壁 内 に 板 状 芯 材 ３ １ の 角 部 ３ １ ｇ を 面 取 り
し た 真 空 断 熱 材 ３ ０ を 配 置 し た の で 、 板 状 芯 材 ３ １ を 内 包 す る 真 空 断 熱 材 ３ ０ の 最 も 弱 い
角 部 ３ １ ｇ が 面 取 り さ れ て お り 、 真 空 断 熱 材 ３ ０ を 冷 蔵 庫 に 組 み 込 む と き の 製 造 工 程 や 運
搬 ・ 保 管 工 程 な ど で の 取 り 扱 い 時 に 、 角 部 ３ １ ｇ に 、 冷 凍 サ イ ク ル の 配 管 １ ９ や 送 風 機 の
配 線 コ ー ド １ ７ な ど の 他 の 部 品 な ど が 万 一 当 接 し て も 、 こ の 部 分 に 変 形 や 傷 が 生 じ に く く
、 組 み 立 て 効 率 が 良 く 、 ま た 、 高 真 空 度 を 長 期 間 保 持 で き 省 エ ネ に 優 れ た 冷 蔵 庫 を 提 供 で
き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ま た 、 角 部 ３ １ ｇ を 板 状 芯 材 ３ １ の 厚 み 方 向 に 面 取 り す る と 、 上 記 の 効 果 が 大 き く な る
。 す な わ ち 、 板 状 芯 材 ３ １ の 稜 角 部 を 面 取 り す れ ば 、 厚 み 方 向 の 角 度 も ９ ０ ° を 超 え る 角
度 と な り 、 真 空 度 の 保 持 に 優 れ た も の と す る こ と が で き る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 ５ は 、 本 発 明 に よ る 真 空 断 熱 材 の 実 施 例 ２ の 構 造 を 示 す 図 で あ る 。 図 ５ (ａ )は 耳 ４ ３
を 折 り 曲 げ る 前 の 状 態 を 示 す 平 面 図 で あ り 、 図 ５ (ｂ )は 図 ５ (ａ )の 要 部 の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 板 状 芯 材 ４ １ は 、 ホ ウ 酸 や リ ン 酸 な ど の 無 機 バ イ ン ダ を 付 け た 繊 維 材 料 で 形 成 さ れ 、 四
隅 の 角 部 ４ １ ｃ は 、 所 定 の 大 き さ で 面 取 り さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 外 被 材 ４ ２ は 、 板 状 芯 材 ４ １ を 被 覆 す る ガ ス バ リ ア 性 を 有 す る 複 層 の ラ ミ ネ ー ト フ ィ ル
ム で 形 成 さ れ 、 真 空 断 熱 材 ４ ０ を 高 真 空 度 に 保 持 で き る よ う に 、 中 間 層 に ガ ス バ リ ア 性 を
確 保 す る た め の ア ル ミ ニ ウ ム 箔 や ア ル ミ ニ ウ ム 蒸 着 層 な ど を 有 し 、 そ の 最 外 層 に 耐 突 き 刺
し 性 を 示 す ナ イ ロ ン 樹 脂 や ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト 樹 脂 な ど の 層 を 有 し 、 そ の 最 内 層
に 高 密 度 ポ リ エ チ レ ン 樹 脂 や ポ リ ア ク リ ロ ニ ト リ ル 樹 脂 な ど の 熱 溶 着 可 能 な 合 成 樹 脂 層 を
有 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 板 状 芯 材 ４ １ と 外 被 材 ４ ２ と を 組 み 合 わ せ て 真 空 断 熱 材 ４ ０ を 製 造 す る に は 、 ま ず 、 熱
溶 着 可 能 な 合 成 樹 脂 層 で 略 矩 形 状 原 料 シ ー ト を ２ 枚 作 る 。 ２ 枚 の シ ー ト を 向 か い 合 わ せ て
、 任 意 の 一 辺 に 開 口 部 を 形 成 し 、 開 口 部 以 外 の 周 縁 を 熱 溶 着 可 能 な 合 成 樹 脂 層 で 熱 溶 着 し
て 略 矩 形 袋 状 の 外 被 材 ４ ２ を 形 成 す る 。 例 え ば 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 外 被 材 の 任 意 の 短 辺
４ ２ ｂ １ 側 を 開 口 部 と し て 、 短 辺 ４ ２ ｂ １ 以 外 の 外 被 材 周 縁 を 熱 溶 着 し て 略 矩 形 状 の 袋 に
す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 次 に 、 袋 状 外 被 材 の 開 口 部 ４ ２ ｂ １ か ら 板 状 芯 材 ４ １ を 挿 入 し 、 袋 状 外 被 材 ４ ２ お よ び
板 状 芯 材 ４ １ を 所 定 の 真 空 度 ま で 減 圧 し 、 袋 状 外 被 材 ４ ２ の 開 口 部 ４ ２ ｂ １ を 熱 溶 着 部 ４
４ ｂ で 密 封 し 、 所 定 の 真 空 度 の 真 空 断 熱 材 ４ ０ を 製 造 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 上 記 製 造 工 程 に お い て 、 外 被 材 ４ ２ の 内 部 を 減 圧 密 封 し た と き に 、 外 被 材 ４ ２ は 大 気 圧
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に よ り 板 状 芯 材 ４ １ に 密 着 す る 。 板 状 芯 材 ４ １ の 外 表 面 積 よ り も 外 被 材 ４ ２ の 内 表 面 積 が
大 き い の で 、 外 被 材 ４ ２ は 板 状 芯 材 ４ １ 表 面 の 周 囲 よ り も 外 側 と な る 耳 ４ ３ を 形 成 す る 。
耳 ４ ３ は 、 実 施 例 １ と 同 様 に 、 そ の 後 、 真 空 断 熱 材 表 面 側 に 重 ね 合 わ せ る よ う に 折 り 曲 げ
ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 熱 溶 着 部 ４ ４ は 、 熱 溶 着 可 能 な 合 成 樹 脂 層 部 で 熱 溶 着 し た 部 分 で あ り 、 耳 ４ ３ の 一 部 と
し て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 折 り 曲 げ 線 ４ ５ ａ は 、 真 空 断 熱 材 ４ ０ の 表 面 側 に 重 ね 合 わ せ る よ う に 、 外 被 材 ４ ２ の 長
辺 耳 ４ ３ ａ を 折 り 曲 げ る と き の 折 り 曲 げ 線 で あ り 、 折 り 曲 げ 線 ４ ５ ｂ は 、 真 空 断 熱 材 表 面
側 に 重 ね 合 わ せ る よ う に 、 外 被 材 ４ ２ の 短 辺 耳 ４ ３ ｂ を 折 り 曲 げ る と き の 折 り 曲 げ 線 で あ
る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 交 点 ４ ５ ｃ は 、 折 り 曲 げ 線 ４ ５ ａ と ４ ５ ｂ と の 交 点 を 示 し て い る 。 熱 溶 着 部 ４ ４ ｃ お よ
び ４ ４ ｆ は 、 耳 ４ ３ の 折 り 曲 げ 線 ４ ５ ａ ， ４ ５ ｂ が 交 差 す る 交 点 ４ ５ ｃ を 含 ん で 、 芯 材 角
部 に 形 成 し た 面 取 り ４ １ ｃ と 略 平 行 に 形 成 さ れ た 熱 溶 着 部 で あ る 。 熱 溶 着 部 ４ ４ ｃ お よ び
４ ４ ｆ は 、 熱 溶 着 可 能 な 合 成 樹 脂 層 を 有 す る ２ 枚 の 外 被 材 を 熱 溶 着 し て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 熱 溶 着 部 ４ ４ ｆ は 、 袋 状 外 被 材 内 を 減 圧 密 封 す る と き に 熱 溶 着 部 ４ ４ ｂ と 同 時 に 形 成 し
て も よ く 、 熱 溶 着 部 ４ ４ ｂ と は 別 な と き に 形 成 し て も よ い 。 ま た 、 熱 溶 着 部 ４ ４ ｃ は 、 袋
状 外 被 材 を 形 成 す る と き に 同 時 に 形 成 し て も よ く 、 熱 溶 着 部 ４ ４ ｆ と 同 時 に 形 成 し て も よ
い 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 外 被 材 ４ ２ の 内 部 を 減 圧 密 封 す る と き に 、 外 被 材 ４ ２ の 芯 材 ４ １ 表 面 の 周 囲 よ り 外 側 に
形 成 さ れ た 耳 ４ ３ が 平 面 状 態 の う ち に 、 耳 ４ ３ の 折 り 曲 げ 予 定 線 ４ ５ ａ お よ び ４ ５ ｂ を 事
前 に 設 定 し 、 折 り 曲 げ 予 定 線 ４ ５ ａ と ４ ５ ｂ の 交 点 ４ ５ ｃ を 事 前 に 設 定 し て お き 、 交 点 ４
５ ｃ 部 の ２ 枚 の 外 被 材 を 事 前 に 熱 溶 着 し て 、 熱 溶 着 部 ４ ４ ｃ ま た は 熱 溶 着 部 ４ ４ ｆ を 形 成
し 、 外 被 材 ４ ２ 自 身 の 曲 げ 強 度 を 高 め て お く 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 図 ５ に は 、 熱 溶 着 部 ４ ４ ｃ の 外 縁 を 形 成 す る 外 被 材 を 面 取 り し て 表 示 し て あ る が 、 面 取
り 部 ４ ２ ｃ を 設 け な い で 、 こ の 部 分 を 真 空 断 熱 材 自 身 の 製 造 時 に 製 品 搬 送 治 具 の 支 持 部 と
し て 転 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 実 施 例 ２ で は 、 二 つ の 耳 の 折 り 曲 げ 線 ４ ５ ａ と ４ ５ ｂ と が 交 差 す る 交 点 ４ ５ ｃ は 、 ま ず
最 初 長 辺 耳 ４ ３ ａ に よ り 折 り 曲 げ ら れ て 、 次 に 短 辺 耳 ４ ５ ｂ に よ り 二 重 に 折 り 曲 げ ら れ る
の で 、 交 点 ４ ５ ｃ を 形 成 す る 外 被 材 ４ ２ に は か な り 大 き な 曲 げ 応 力 が 加 わ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 し か し 、 交 点 ４ ５ ｃ は 、 ２ 枚 の 外 被 材 ４ ２ が 熱 溶 着 さ れ て い る の で 、 強 く な り 、 耳 ４ ３
の 折 り 曲 げ に よ る 外 被 材 ４ ２ 自 身 の ピ ン ホ ー ル な ど の 傷 付 き が 少 な い 真 空 断 熱 材 が 得 ら れ
る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 二 重 に 折 り 曲 げ た と き に 、 こ の 部 分 に ピ ン ホ ー ル な ど の 傷 が 万 一 生 じ て も 、 そ の 周 辺 で
は ２ 枚 の 外 被 材 が 熱 溶 着 さ れ て い る の で 、 こ の 部 分 か ら の ガ ス 漏 れ を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 板 状 芯 材 ４ １ の 角 部 が 面 取 り さ れ て い る の で 、 袋 状 外 被 材 ４ ２ に 板 状 芯 材 ４ １ を 挿 入 す
る 際 に 、 作 業 ば ら つ き な ど に よ り 、 板 状 芯 材 の 角 部 が 袋 状 外 被 材 内 面 に 当 接 し て も 、 袋 状
外 被 材 ４ ２ の 傷 付 き が 少 な い 真 空 断 熱 材 ４ ０ が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 板 状 芯 材 ４ １ の 最 も 弱 い 角 部 が 面 取 り さ れ て お り 、 板 状 芯 材 ４ １ の 角 部 か ら は 微 細 粉 が
そ れ ほ ど 発 生 し な い の で 、 板 状 芯 材 を 袋 状 外 被 材 内 に 挿 入 す る 際 に 、 袋 状 外 被 材 の 熱 溶 着
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部 で あ る 開 口 部 分 に 微 細 粉 が 付 着 し な い 。 し た が っ て 、 高 真 空 度 を 長 期 間 維 持 で き る 真 空
断 熱 材 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 ま た 、 角 部 ４ １ ｃ を 板 状 芯 材 ４ １ の 厚 み 方 向 に 面 取 り す る と 、 上 記 の 効 果 が 大 き く な る
。 す な わ ち 、 板 状 芯 材 ４ １ の 稜 角 部 を 面 取 り す れ ば 、 厚 み 方 向 の 角 度 も ９ ０ ° を 超 え る 角
度 と な り 、 真 空 度 の 保 持 に 優 れ た も の と す る こ と が で き る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 図 ６ は 、 本 発 明 に よ る 真 空 断 熱 材 の 実 施 例 ３ の 構 造 を 示 す 図 で あ る 。 図 ６ (ａ )は 耳 ５ ３
を 折 り 曲 げ る 前 の 状 態 を 示 す 平 面 図 で あ り 、 図 ６ (ｂ )は 図 ６ (ａ )の 要 部 の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 板 状 芯 材 ５ １ は 、 四 隅 の 角 部 ５ １ ｃ が 、 所 定 の 大 き さ で 面 取 り さ れ て い る 。 外 被 材 ５ ２
は 、 板 状 芯 材 ５ １ を 被 覆 す る ガ ス バ リ ア 性 を 有 す る 複 層 の ラ ミ ネ ー ト フ ィ ル ム で 形 成 さ れ
て い る 。 耳 ５ ３ は 、 外 被 材 ５ ２ が 、 そ の 内 部 を 減 圧 密 封 さ れ て 、 板 状 芯 材 ５ １ 表 面 の 周 囲
よ り 外 側 に 形 成 さ れ た 部 分 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 耳 ５ ３ は 、 実 施 例 １ と 同 様 に 、 そ の 後 、 真 空 断 熱 材 表 面 側 に 重 ね 合 わ せ る よ う に 折 り 曲
げ ら れ る 。 折 り 曲 げ 線 ５ ５ ａ は 、 真 空 断 熱 材 表 面 側 に 重 ね 合 わ せ る よ う に 、 外 被 材 ５ ２ の
長 辺 耳 ５ ３ ａ を 折 り 曲 げ る と き の 折 り 曲 げ 線 で あ り 、 折 り 曲 げ 線 ５ ５ ｂ は 、 真 空 断 熱 材 表
面 側 に 重 ね 合 わ せ る よ う に 、 外 被 材 ５ ２ の 短 辺 耳 ５ ３ ｂ を 折 り 曲 げ る と き の 折 り 曲 げ 線 で
あ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 交 点 ５ ５ ｃ は 、 折 り 曲 げ 線 ５ ５ ａ と ５ ５ ｂ と の 仮 想 の 交 点 を 示 し て い る 。 面 取 り ５ ２ ｃ
は 、 耳 の 折 り 曲 げ 線 が 交 差 す る 仮 想 の 交 点 ５ ５ ｃ を 含 ん で 、 芯 材 角 部 の 面 取 り ５ １ ｃ と 略
平 行 に 形 成 さ れ た 面 取 り で あ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 外 被 材 ５ ２ が 、 そ の 内 部 を 減 圧 密 封 さ れ る と き に 、 芯 材 ５ １ 表 面 の 周 囲 よ り 外 側 に 形 成
さ れ た 耳 ５ ３ が 平 面 状 態 の う ち に 、 耳 の 折 り 曲 げ 予 定 線 ５ ５ ａ お よ び ５ ５ ｂ を 事 前 に 設 定
し 、 折 り 曲 げ 予 定 線 ５ ５ ａ と ５ ５ ｂ と の 交 点 ５ ５ ｃ を 事 前 に 仮 定 し て お き 、 こ の 仮 想 の 交
点 ５ ５ ｃ 部 を 含 む よ う に 、 外 被 材 ５ ２ の 角 部 に 面 取 り ５ ２ ｃ を 事 前 に 形 成 し て お く 。 な お
、 面 取 り 部 ５ ２ ｃ は 、 外 被 材 ５ ２ 自 身 の 原 材 料 に 形 成 し て お く 方 が 望 ま し い が 、 こ の 方 法
に は 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 実 施 例 ３ は 、 二 つ の 耳 の 折 り 曲 げ 線 が 交 差 す る 交 点 を 含 ん で 、 外 被 材 の 角 部 を 面 取 り し
た の で 、 耳 の 折 り 返 し 部 が 重 な ら な い 。 し た が っ て 、 耳 ５ ３ の 折 り 返 し に よ る 外 被 材 ５ ２
自 身 の 傷 付 き が 少 な い 真 空 断 熱 材 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 ま た 、 角 部 ５ １ ｃ を 板 状 芯 材 ５ １ の 厚 み 方 向 に 面 取 り す る と 、 上 記 の 効 果 が 大 き く な る
。 す な わ ち 、 板 状 芯 材 ５ １ の 稜 角 部 を 面 取 り す れ ば 、 厚 み 方 向 の 角 度 も ９ ０ ° を 超 え る 角
度 と な り 、 真 空 度 の 保 持 に 優 れ た も の と す る こ と が で き る 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 図 ７ は 、 本 発 明 に よ る 真 空 断 熱 材 の 実 施 例 ４ の 構 造 を 示 す 図 で あ る 。 図 ７ (ａ )は 耳 ６ ３
を 折 り 曲 げ る 前 の 状 態 を 示 す 平 面 図 で あ り 、 図 ７ (ｂ )は 図 ７ (ａ )の Ｂ － Ｂ 線 に 沿 っ た 要 部
の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 外 被 材 ６ ２ は 、 板 状 芯 材 ６ １ を 被 覆 す る ガ ス バ リ ア 性 を 有 す る 複 層 の ラ ミ ネ ー ト フ ィ ル
ム で 形 成 さ れ た 外 被 材 で あ る 。 耳 ６ ３ は 、 外 被 材 ６ ２ が そ の 内 部 を 減 圧 密 封 さ れ た と き に
、 板 状 芯 材 ６ １ 表 面 の 周 囲 よ り 外 側 に 形 成 さ れ た 部 分 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
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　 耳 ６ ３ は 、 実 施 例 １ と 同 様 に 、 そ の 後 、 真 空 断 熱 材 表 面 側 に 重 ね 合 わ せ る よ う に 折 り 曲
げ ら れ る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 板 状 芯 材 ６ １ は 、 板 状 芯 材 ６ １ を 平 面 図 上 で 四 隅 の 角 部 ６ １ ａ を 略 円 弧 状 に 所 定 の 大 き
さ で 面 取 り し て あ り 、 面 取 り 部 ６ １ ａ の 断 面 形 状 の 角 ６ １ ｂ は 、 所 定 の 大 き さ で 面 取 り さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 外 被 材 ６ ２ の 内 部 を 減 圧 密 封 す る と き に 、 板 状 芯 材 ６ １ の 外 表 面 積 と 板 状 芯 材 ６ １ を 覆
う 外 被 材 ６ ２ の 内 表 面 積 と の 違 い に よ り 生 じ る 板 状 芯 材 ６ １ の 角 部 に 対 応 し て 発 生 す る 耳
６ ３ の し わ が 無 く な る か ま た は 小 さ く な る よ う に 板 状 芯 材 ６ １ の 角 部 を 立 体 的 に 面 取 り し
て あ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 な お 、 耳 ６ ３ の し わ が 無 く な る か ま た は 小 さ く な る よ う に す る た め に 、 平 面 形 状 的 面 取
り ６ １ ａ の 形 状 を 直 線 的 な 面 取 り と し 、 断 面 形 状 の 面 取 り ６ １ ｂ を 略 円 弧 状 の 曲 線 状 面 取
り に し て も よ く 、 ま た は 、 板 状 芯 材 ６ １ の 角 部 全 体 を 略 １ ／ ４ の 球 面 形 状 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 実 施 例 ４ に よ れ ば 、 板 状 芯 材 を 覆 う 外 被 材 の 耳 を 真 空 断 熱 材 表 面 側 に 重 ね 合 わ せ る よ う
に 折 り 曲 げ る 真 空 断 熱 材 に お い て 、 板 状 芯 材 の 角 部 を 面 取 り し た の で 、 板 状 芯 材 を 被 覆 す
る 外 被 材 の 内 部 を 減 圧 密 封 す る と き に 発 生 す る 耳 の し わ が 小 さ く な り 、 耳 の 折 り 曲 げ に よ
る 外 被 材 自 身 の ピ ン ホ ー ル な ど の 傷 付 き が 少 な い 真 空 断 熱 材 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 な お 、 上 記 実 施 例 で は 、 板 状 芯 材 の 角 部 を 面 取 り す る 構 造 を 説 明 し た が 、 し わ の 発 生 位
置 を 分 散 さ せ る に は 、 直 角 に 近 い 角 部 を な く せ ば よ い の で 、 平 面 図 上 で 形 状 が 円 弧 に な る
単 純 な (す な わ ち 図 ７ (ｂ )の 面 取 り を し な い )丸 み を つ け た 形 状 や 六 角 形 以 上 の 角 弧 に し て
も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ８ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 冷 蔵 庫 の 実 施 例 の 構 造 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 冷 蔵 庫 の Ａ － Ａ 線 に 沿 っ た 構 造 を 示 す 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に よ る 真 空 断 熱 材 の 実 施 例 １ の 構 造 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の 真 空 断 熱 材 の 耳 を 折 り 曲 げ た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に よ る 真 空 断 熱 材 の 実 施 例 ２ の 構 造 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に よ る 真 空 断 熱 材 の 実 施 例 ３ の 構 造 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 に よ る 真 空 断 熱 材 の 実 施 例 ４ の 構 造 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 例 の 真 空 断 熱 材 の 一 例 の 構 造 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ ６ 】
１ ０ 　 冷 蔵 庫 箱 体
１ １ 　 外 板
１ ２ 　 内 板
１ ３ 　 発 泡 断 熱 材
１ ４ 　 冷 蔵 温 度 室
１ ５ 　 冷 凍 温 度 室
１ ６ 　 送 風 機
１ ７ 　 配 線 コ ー ド
１ ８ 　 冷 却 器
１ ９ 　 配 管
２ ０ 　 圧 縮 機
２ １ 　 側 板
２ ２ 　 背 面 板
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３ ０ ， ４ ０ ， ５ ０ 　 真 空 断 熱 材
３ １ ， ４ １ ， ５ １ 　 板 状 芯 材
３ １ ａ ， ４ １ ａ ， ５ １ ａ 　 面 取 り 部
３ １ ｃ 　 面 取 り 部
３ １ ｅ ， ３ １ ｆ ， ３ １ ｇ 　 角 部
３ ２ ， ４ ２ ， ５ ２ 　 外 被 材
３ ３ ， ４ ３ ， ５ ３ 　 耳
３ ３ ａ ， ３ ３ ｂ 　 し わ
３ ４ ， ４ ４ ， ５ ４ 　 熱 溶 着 部
３ ５ 　 交 点
３ ５ ａ ， ３ ５ ｂ 　 折 り 曲 げ 線
３ ５ ｃ ， ３ ５ ｄ 　 交 点
３ ６ 　 密 着 耳 部
３ ６ ａ 　 長 辺 耳 部
３ ６ ｂ 　 短 辺 耳 部
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

(12) JP 2006-70923 A 2006.3.16



【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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